
１．研究課題名： 

    風力発電施設の建設による鳥衝突のリスク低減を 

    目指した高精度鳥感度 Mapの開発 

２．研究代表者氏名及び所属： 

関島恒夫 （新潟大学農学部） 

３．研究実施期間：平成 28～29年度 

４．研究の趣旨・概要 

 福島第一原子力発電所の事故以来、脱原発の機運の高まりや固定買い取り制度の導入に

より、わが国では太陽光発電や風力発電の事業計画が大幅に増加している。しかし、風力

発電は温暖化の抑制効果が期待される一方、鳥衝突による地域生態系への悪影響が懸念さ

れている。環境負荷を低減させた風力発電の推進には、立地選定の段階で、鳥衝突リスク

の高い場所を可能な限り回避する手続きが有効である。本研究では、猛禽類、水禽類、海

鳥類を対象とし、それぞれの生態特性を反映した予測精度の高い鳥感度マップの提案を目

指す。鳥衝突リスクの高い地域が“見える化”することにより、希少鳥類の保全に配慮し

た風力事業の推進に大きく貢献できる。 

５．研究項目及び実施体制 

①大型水禽類の国内渡りルートの解明と高精度鳥感度 Map作成手法の開発

②道北海岸地域における海鳥の高精度鳥感度 Map作成手法の開発

③希少猛禽類オジロワシの渡りルートの解明と高精度感度 Map作成手法の開発



 

 

６．研究のイメージ 

環境政策への貢献	

北海道道北地方で急速に進む風力発電事業	

	
	
	

●採餌域データ	
●繁殖地データ	

                                                 生息適地マップの作成	

　　　　　　　　　　　　　地形、風況、飛翔高度などの鳥衝突リスク要因による補正	

渡り鳥	 猛禽類	

サブテーマ1　　　新潟大学　	
大型水禽類の国内渡りルートの解明と高精

度鳥感度Mapの作成	

サブテーマ2　　　北海道大学　	
道北海岸地域における海鳥の高精度鳥感

度Map作成手法の開発	
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STEP2	

                                                高精度鳥感度Mapの作成	成果	

海鳥	

・風力発電の立地適地の判断に資することができ、環境負荷の少ない再生可能エネルギーの推進に貢献できる。	
・鳥衝突の高リスク地域を事前に回避することにより、前倒し環境影響調査の実現性を高め、アセス迅速化に貢献できる。	
・ヒシクイやハクチョウ類と同じ移動経路を利用する他の多くの渡り鳥の保全・保護に貢献できる。	
・東アジア地域における渡り鳥のフライウェイの保全につながり、国際協力関係の構築に貢献できる。	
	

	
	
	

サブテーマ3　　　徳島大学　	
希少猛禽類オジロワシの渡りルートの解明

と高精度鳥感度Map作成手法の開発	

●中継地・越冬地における	
　 ラインセンサスデータ	
●モニタリング1000データ	

	

●一斉調査データ	
●営巣地データ	

海鳥生息適地マップ	 渡り鳥生息適地マップ	 オジロワシ生息適地マップ	

●鳥衝突の高リスク地域	
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